
ファミサポだより

いちのみや 

明けましておめでとうございます。平成 13 年度の開始から、いちのみやファミリー・サポー

ト・センター事業は、21 年目に突入しました。スタート当初から比べ、社会環境・子育て環境が

ずいぶん様変わりしました。さらには、昨今のコロナ禍においても援助会員さんの温かい支援に

支えられて、安心して活動できていることに日々感謝しております。

本年もどうぞよろしくお願いします。
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援助が終わって援助・両方会員さんから提出される援助活動報告書から見つけた援助中の

可愛らしい様子をご紹介します。

援助実施日  令和 3 年 10 月 5 日・22 日

依頼会員   F さん R ちゃん（6 歳）

援助会員   Y さん 

＊保育園にお迎えに行き、門を入ると遠く

の方から「〇〇〇！〇〇〇！」（援助会員

の苗字）と応援するかのように楽しげな声

が聞こえてきました。友だち何人かで叫ん

でいたので、笑ってしまいました。

＊R ちゃんが、うちは 8 人家族と言うので

（本当は 6 人家族）？？？と思い、よ～く

聞くと・・・。

カブト虫も入っていました！笑

援助実施日  令和 3 年 10 月４日・25 日

依頼会員   W さん N くん（９歳）

両方会員   N さん

＊「スイミング楽しい？」と質問すると

「ふつう」との返事･･･。なかなか会話は

続きませんが、N くんなりに少しずつ慣れ

ていけたら嬉しいです。

＊迎えに行くと「よろしくお願いします」

と挨拶してくれました。車内でもたわいの

ない話を自然にしてくれるようになり、と

ても楽しいです。少しずつ慣れてきている

様子で、リラックスして車内でお話しして

くれるようになりました。

援助活動報告書を通して、援助会員さんの温かい眼差しやお子さんの可愛らしい笑顔が

ほっこりと伝わります。援助会員さんが書いてくださる文章から、依頼会員さんの

安心、信頼へと繋がりますね。



今回は、利用したことのある依頼会員さんと援助会員さんからの声をお届けします。

 ファミサポに登録したけれど、知らない方に子どもを預けるのは少し不安。大事なお子さん

をきちんと預かることはできるのかという不安。預ける側（依頼会員）と預かる側（援助会員）

のそれぞれの思いが、この『ひ・と・こ・と』を読んで、ハッピーになると嬉しいです。

依頼会員  S さん

  （M くん  2 歳）

援助会員  U さん

  （会員歴  １年）

 おしらせ・お願い  

〇毎月の決まった援助内容であっても、必ず、1か月ごとに事前の依頼申し込みが必要になり

ます。事前の依頼がないものについては、ファミサポの活動とみなされませんのでご注意

ください。 

〇『会員登録の更新について（お知らせ）』の手紙がお手元に届きましたら、更新の有・無を

更新期限までにご連絡ください。お電話で結構です。連絡のないまま更新期限が過ぎます

と退会として処理され、会員資格がなくなりますので、お気を付けください。

 初めは、知らない方に子どもを預けること

に少し不安がありましたが、援助をお願いし

た援助会員さんは、自分の母親ほどの年齢

で、親しみやすくとても良い方でした。私た

ち親子にとってファミサポはもうなくては

ならない存在です。安心して仕事に出かけら

れるのも援助会員さんのおかげです。本当に

助かっています。

自分の知り合いを地域に増やしたいと思

っていたことと、子どもと接することが好

きなので、何かできないかと思っていたと

ころ、ファミサポを知り援助会員になりま

した。若いお母さんやかわいいお子さんた

ちと出会えて貴重な体験をさせていただい

ています。私も小さな子どもの子育てを思

い出しながら楽しんで過ごしています。

依頼会員  K さん

  （J ちゃん  11 歳）

3 人の子育てで毎日慌ただしい中での仕

事復帰、不安でいっぱいの日々でした。そん

な中、援助会員さんの優しい言葉に「1 人で

頑張らなくてもいいんだ」と思え、何度も救

われました。又、帰ってきた娘からも「今日

ね、〇〇さんとね･･･」と楽しかった話が聞

けて嬉しかったです。助けてもらい本当に

ありがたかったです。

援助会員  A さん

  （会員歴  2 年）

長年勤めた仕事を終え、手が空いたこと

で子育て中のお母さんの頑張りを少しでも

お手伝い出来たらと思い、援助会員になり

ました。片道 10分ほどの送迎の援助ですが、

童謡をかけて歌ったり、お喋りしたりする

ことが楽しく、可愛い発想にクスッと笑う

ことも！日に日に言葉を覚える成長ぶりを

お母さんと共有でき、私の方が元気をもら

っています。


